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　摂食障害は、思春期か ら青年期 の 女性 に 多 く認 められ る 食行動 の 異常を主症状 とする難治性の 精神疾患 で

ある。本稿で は、摂食障害に つ い て、味覚刺激に対する 脳応答を調 べ た機能画像研究か らの 知見 を整理 した

うえ で 、現在筆者 らが取 り組 んで い る過食症患者の うま味刺激へ の 反応 を調べ る機能画像研究を紹介する 。

また 、 過食症に対 して最 も有効性が認め られて い る治療 の ひとつ で ある認知行動療法 の 概略 に つ い て 述 べ た

うえで 、研究知見か ら臨床実践へ の 展開 に つ い て考察する もの とする 。
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は じめ に

　摂食障害は、思春期 か ら青年期 の 女性 に多く認め

られ る 食 行動 の 異 常 を主症 状 とする精神疾愚 で あ

り、肥満恐怖 、 拒食 、 低体重を特微 とする神経性無

食欲症 （拒 食症 anorexia 　nervosa ： 以 下 AN ）と、過

食 と体重増加 を防 ぐた め の 排出行動 （嘔吐 や 下剤の

乱 川 な ど）を 繰 り返す神経 性大食症 （過食症 buli−

mia 　nervosa ： 以下 BN ） と に 大別 され る （図 1）。摂

食 障害の 患者は、そ れ らの食行動異常の 持続や疾患

特有の精神病理 に よ っ て 、 心理 的に も身体的に も、

ま た社 会的 に も、非常 に 大 きな苦痛 と不 利益 を こ う

む っ て い る。また、摂食障害は、経過の 長さ、確立

され て い る治療 の 不十分 さなどか ら、難治性の 疾患

とされ て い る。こ れ まで に、心 理 学的観点、生物学

的観点、文化社会学的観点な ど多 くの 分野 からの ア

プ ロ ーチ が なされ て きた が、その 疾患 モ デ ル や 病態

生理につ い て は未だ に解 明 されて い な い 。

　本稿で は、摂食障害 、 なか で も主に BN に つ い

て 、味覚刺激 に 対す る 脳応答を調べ た画像研究か ら

の 知見 を整理 し、そ の病態生理 を考察する 。 本稿の

構成として、まず、摂食障害患者 の 具体的な食行動

の 特徴 につ い て 述 べ 、次い で、摂食障害患者の 味覚

刺激時 の 脳機能画像 に 関す る 先行研 究 と、現在筆者

らが取 り組 んで い る BN 患者の うま味刺激 へ の 反応

を調べ る 研究を紹介 し、 最後に 、 BN に対 して最 も有

効性が 認 め られ て い る 治療 の ひ とつ で あ る 認知行動

療法 の 概略 に つ い て 述 べ 、そ れ をふ まえ て研究知見

か ら臨床実践 へ の 展開 に つ い て 考察す る もの とす る。

摂食障害患者の 食行動の 特徴

　摂食障害患者の 具体的 な食行動 は、文化社会的背

景と密接な関連があ り、時代や地域 ごとに大 きく異

なる と考え られ る た め 、 文献か ら得 られる知見は限

定的 で は あ る が、嗜好 の 偏向や 摂食 パ ターン の 障害

はある程度共通 して確認され て い る 。 患者の 食行動

を調査 し た 研 究で は 、 総 カ ロ リ
ー

摂 取 量 の 高 さ

（BN ）、排出行動 制限下 に お け る さ ら な る摂取制限

の 試 み 、総 カ ロ リーに 占め る脂質や炭水化物の 割合

の多さ 、 甘味や炭水化物へ の 渇望、過食時に おける

忌避食品の 摂取増加 などの 現象が 観察され て い る
1．
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また、臨床的 に は、AN 患者 が 食事制限 だ けで は な

く、極端な偏食や 著しく刺激的な味付けの 食事を摂

取する こ とや、BN 患者が廿味 の 強 い 食品だけ で は

な く、塩味の濃い ス ナ ッ ク菓子、脂質の 多い 加工 食

品など、．一
般 に好 まれ や すい よ うな味付けを さ れ た

食 品を大量 に 買 い 込 み、ほ とん ど味わ っ て い ない か

の よ うに 過食す る こ とが よ く観察さ れ る。臨床場面

で 観察され る 摂食障害患者 の 食行動 の 特徴 を表 1 に

示す u こ れ らの 食行動異常が継続する背景に、患者

の 味覚刺激 へ の 脳応答の 変容が推測され て お り、海

外で は複数の 先行研究が行われ て い る 。

摂食障害患者の脳機能画像研究

　近年の 脳機能画像技術 の 発 展に伴 い 、多くの 精神

疾患 の 病態解 明 が 進め られ る よ うに な っ て き て い

る。脳機能画像は、脳の どの 部位が どの 程 度活動 し

て い る の か を計測 する 手法 の 総称で あ り、 fMRI

（functional　magnetic 　resonancc 　imaging）、　 PET （posi−

tron　emission 　tomography ）、　 NIRS （冂 ear −infrared　spec −

troscopy ）な ど があ る 。　 fMRI は 、　 MRI 装置 を 利用 し

て 撮像す る 機能画像 で あ り、血 中の 酸素 レ ベ ル （正

確に は デ オ キ シ ヘ モ グ ロ ビ ン濃度）に よ る 磁性の 差

を描出する 手法が用い られ る 。 fM　RI は高 い 空 間分

解能と 非侵襲性 を特徴 と して お ；ブ、摂食障害に つ

い て も、その 病態解明を目的とした研究で の 利用が

増加 して い る 。 本章 で は、まずヒ トの 脳 内の 味覚情

報処理 の プ ロ セ ス に つ い て概説 し、味覚課題 を中心

と した、摂食障害患者の 脳機能画像研究に つ い て紹

一
一

拒食症（AN ）
・著しく低い 体重
・体重が増えることへ の 恐怖
・食事 の 制限、体重が増えそ うな食物 の 忌避
・体重や 体型 に つ い て の 認識 の障害
〔痩せ て い るの に 「自分は 太 っ てい る」など）
・
無月経

過食症（BN ）
・コ ン トロ ール 困難な大量 の 食物摂取
・
体重増加を防ぐための、自己誘発嘔吐、
下剤や 利 尿 剤の 乱 用 、過剰な運動などの 行動

・体重や体型 に 強 い影響を受けて い る自己評価
・AN ほどの低体重で はない

〈
一一一一一一一一一〉 ＜i− 一一→ レ

摂食 瞳害の 診 断 　　摂食障 害とまで ぱ

　 　 　 　 　 　 　 み なされない食行 動

AN ；anorexia 　nervosa 神経性無食欲症 ＝ 拒食症

BN ：bulimia　nerv ・ sa 神経性大食症 ＝過食症　　I
EDNOS 　：eating 　disorder　 not 　 otherwise 　specMed

　　　　 特定 不 能の 摂食障害　　　　　　　　
：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

図 1 摂食障害 の 概念

表 1 臨床場面 で 観察 され る摂食障害患者の 食行動

特徴 的な食行動 の 例

◎ 通常 の ダイエ ッ トの 程度を超 えた 極端な食事制限を続け て い る。（拒食）

◎ 食べ 始め る と止 まらず、短時 間 に多量 に 摂食す る。（過 食 ）

◎ 著 しく不規則な食事の リズ ム
。 （絶食や 1 日 1食、夜間 の 摂食、不定期 な間食）

◎ 刺激の強い 食べ 物や、甘味、嗜好品を好 む
4〕

。 あ る い は 、 極端に避け る 。

◎ 空腹 感や 満腹 感がわか らな い
4）

n

◎ 普通 の 食事を 「お い しい 」 と感 じ ら れ な い
4）
。

◎ ひ と りで （入の い ない と こ ろ で）過食 し嘔吐する
〜〕

。

◎ 客観的 に は妥当な摂取量を、「食べ 過ぎた ＝過食」 と判断 して排出行動をと る 。

◎ 普段 は 太 りた くな い た め に 自ら制限 して い る食品を、過食の 際に は む しろ多 く摂取す る

◎ 自ら料理 した もの よ りも、購入 した もの （入手が容易 なもの ）を過食 する こ とが 多 い 。

◎ 人工甘味料入 り飲料 の 摂取が多 い
a’7）

。
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摂食障害とうま味に つ い て一脳神経基盤 との 関連か ら
一

介する 。

1）味覚情報の処理のプ 囗 セ ス

　摂食時の ヒ トの 脳内に お け る味覚情報処理 の プ ロ

セ ス に つ い て 図 2 に 示す、，凵 に 食べ 物が 入 る と、舌

の化学受容器が情報を感知 し、そ の信 号は脳幹を経

由 して 視床 に達す る 、，視床か ら こ の 信号 は 島皮質前

部とそ の 周囲 に 送 られ る。ヒ トの 味覚処理 の プ ロ セ

ス にお い て 、島皮質は特 に重要 な役割を担 っ て い る 。

島皮 質は、外受容性お よ び 内受容性 の 知覚、感情、

認知 の 統合な ど多 くの 機能を担 っ て い る が、口 に

入 っ た食物 の 味、温度、粘 度や 質感を含 め、味 わ い

と し て統合する働 き もあ り、特に そ の前部とそ の 周

囲の 弁蓋部は、一
次味覚 野と位 置づ けられて い る

q』11
。

また 、 島皮質は 、 こ の味覚情報の 統合 とは 別に 、 食

物か ら感 じられ る 報酬／好 み に 関連す る脳領域、具

体的に は 、眼窩前頭皮質、前帯状皮質k 扁桃体な ど

と、強 い 神経 ネ ッ トワ
ーク を形成 して い る 。 眼窩前

頭皮 質は t 次味覚 野 と し て、以 前 の 経験 と比較 し て

感知 され た味覚の 好み や快／不快の 判断を担う，、こ

の 二 次味覚野は、腹側線条体に 連絡 して 、味覚刺激

の 報酬 と して の 評価 や 実際 の 食行動 の 決定 が 行 わ れ

る。 扁桃体は、味覚刺激や 食品の 摂取 に伴 う気分や

情動の 変化を司 り、また 視床 ド部へ の 連絡も担 っ て

い る 。 こ の 辺縁 系 と大脳皮質 との ネ ッ トワ
ー

クが構

成す る情動 、 味覚 、 報酬系の 自律的な経路 は 、 腹側

神経回路 として 、味覚処理 に おけ る 中核的 な神経伝

達路 とさ れ る
11’ISI

。

2 ）摂食 障害患者の脳機能画像研究

　摂食障害 の 疾患特異的 な認知障害 （や せ願望、体

型
・
体重 へ の 強固な こ だ わ り、ボ デ ィ イ メージ の 障

害） や 行動異常 （拒 食や 過食、排 出行動） の 持続 に

関わ る神経基盤を解明す る ため に 、様 々 な課題を用

い た脳機能画像研究 が行 わ れ て い る ，， 被験者 に提示

さ れ る 課題 は、摂 食障害 の 症状 に 関連す る 課題 や 、

症状 を刺激する と予測 され る課題が選択 され る こ と

が 多い
。 自らの 身休 と他人の 身体との写真を提示し

た と きの 反応 を調 べ た 研究 で は、ボ デ ィ イ メ
ージ の

障害 と して 他 者 の 身体 に 過 剰 に 関心 を払 う傾 向

（AN ）な ど が 示 さ れ だ
7．1H1・

。 食品画像 の 提示に対す

る 反応 を評価 した 研 究 で は 、AN 、　 BN と もに前頭

前野 の 活動性に 変化を認め て い る
19）
。また、他 の 視

覚刺激 の 研究 で は、過 食患者 は、食品画像 に対 して

前帯 状 皮質と島皮質 の 強 い 活性 化を示 した が 、嫌悪

画像 （不快感 を刺激す る 食べ 物以外の 画像） へ の 反

　 舌 一 ’

感覚の受 容体

medulla 　obbngata ； 延髄

thalamus ： 視床

anterior 　insula： 島皮質 前部

OFC ： 眼 窩前頭 皮質

ACC ： 前帯状皮質

amygdala ： 扁 桃 体

DLPFC ： 背 外 側 前 頭 前 野

parietal　cortex ： 頭 頂野

striatum ； 線条体

誠 一 難

健常者の 食行動

お腹がすい てい る 〔島皮質｝

報酬

撒

条
体

何か 食べ てみ よう
（眼窩前殞皮質

．
背外側前頭前野）

食 べ よう〔決断する｝ （前蕀状辰質1

おいしい　 　 〔島 皮質などの味 覚野｝

心 地よい 　　　　　　　〔線条体 ｝

落 ち蒼い てい る、怖〈ない （顧桃 体〉

葛藤の モ ニ タ
ー

自律性の情動臑節

情動、気分

！ ＼

計画と実行

未来の 結果の

予測

図 2

作 業記 憶

＼

背 外側 前頭 前 野

刺 激 の学 習

　　　　　　／ あtわ 、、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 感覚 の統会

　　　　　＼
　 　 身体空間認知
　　　　　 　　 頭頂野

味覚お よ び摂食に関 わ る脳内神経サ ーキ ッ ト （文献 12、16 よ り改変）

もう少 し食 べ てみ よう

　 （背外側 前顳 前野）

私は 大丈夫　　　　　　（頭頂野）

私は お腹い っ ぱい 、満足感 （縁条 体）
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　 　　　　　　　　　　　　　 　 薛　陸景 ・半 野

応は 健常者 と差が なか っ た と して い る
二〔）1

、

　 こ の よ うな視覚刺激を用 い た研究とは 別 に、摂食

障害患 者の 特徴的 な食行動 から予測され る味覚刺激

へ の 脳応答の 変容や 報酬系 の 異常の 解明 な どを 日的

として 、 味覚課題 を用 い た研究も複数彳ゴわ れて い る

（表2）。BN 患者群の 口腔内に廿味刺激を行っ た最初

の 〔MRI 研究で は、右前帯状皮質の 活動低下 か ら、報

酬 反応 の 低 下が報告 された
L’1．b
、，また、空腹時 の AN

患者は 、 甘味を味わ っ た 時 、 健常者と 比 較 し て 、 右

扁 桃体 と左 内側側頭回 の 活動が亢進 して お り、味覚

刺激に伴う情動変化の 増大が 示唆 され た
V，］

。 また 、

回復 した AN 患者は、　 tt味と不快な味覚の 両方に対し

て 、島皮質や線条体の 神経応答が健常者とは異なっ

て お り、味覚処理 プ ロ セ ス の 変容が認 め られた勘，

BN お よ び BN 傾 向を持つ 被験者に 廿 味を投 与し た

好幸 ・中里　道 f’

　研 究で は、島皮 質の 活動低下が示 され、味覚 や 報酬

　と関連する脳領域の 機能低下 が 示唆され た
2

  また、

　 BN 患 者 の ドパ ミ ン 応答 の 低 下、即 ち報酬評価 の 機

　能不全 を示 し た 研究 もあ る
飼

e／回復後 の AN 、　 BN 両

　群を対象 と し島皮質に注目した 研 究で は 、 BN の 空

　腹 シ グ ナ ル を過大 に 認識する傾向や AN の 空腹 シ グ

　ナ ル をうまく認識 で きない 傾向が示 さ れ て い る
14）。

　　
一

連 の 報告 の 結果 に は、実験条件 や解析 の 対象 と

　し た部位な ど の 違い が ある た め 、か な りの 差が 認め

　 られ る。した が っ て 、明確 な理論 を構築す る こ と は

　困難で は あ る が 、Kaye ら
T1 ］コ．1

は 、仮説と して 、　AN

　患者に おけ る、腹側お よ び 背側脳神経 回路 の 機能不

　全 を提唱して い る．＝即ち、扁桃体、島皮質、腹側線

　条体、腹内側前頭前野な ど情動、味覚、報酬系 の 自

　律性経路 （腹側神経回路）の 障害に よ る情報処理 の

表 2 摂 食障害患者 の 味覚刺激 へ の 脳 応 答 に 関す る fMRI 研 究

I

I
対象疾患 患者群

（人） （入）

対照群
1

味覚刺 激 結 果　　　　　　　参考、備考　　　I　　　　　 I

Frank　et　al．211

（2006）

BN 回復群 10

−． ．
［6

6 目味 （ブ ド

ウ糖）

・
右前帯状皮質 ↓

・左楔部 ↓

報酬系の 反応の低下が　　　　　　　　　　 1

示唆 され た 。

Wagner　et　al．［51　
iAN

回復群

〔2〔）・8）　　 ：

　　　　　　　…
　 　 　 　 　 　 　 I
　 　 　 　 　 　 　 I

且6 廿味 〔シ ョ

糖）

・島皮質 ↓
・
腹側

・背側線条体 ↓
・AN 群 で は島 の 活

性化は 心地 よ さ と

相関 し な か っ た が 1

健常 者群 で は 相 関

　した 。

味覚処埋 に かかわ る 広

い 領域 （島皮質とそ の

関連領域） の 機能不全

が示 さ れた。

　　　　　　　　　　1

丶bcks 　et　al．
22 〕

（2011）
AN （絶食

時）

12 12 甘味 （チ ョ

コ レート ミ

ル ク ）

・右蒲桃体 ↑
・ノli内側側頭回 ↑

体重増加へ の 恐怖を反

映 した可能性が不 され 1
た ，、　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　一

IC・wd ・eyetaL
鰰

1 （2011）

II

AN 回復群 15 16

　　！

日
．
味 （チ ョ

コ レ
ー

トミ

ル ク ）

不快 な味覚

甘み に対 して

・腹側線条体 ↑

・島皮質 ↑、被殻 ↑

　　　　　　　　　 甘み で も、不快 な味覚 ．
　　　　　　　　　

1

で も、 健常者と異な る ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
不快 な味覚 に対 して　神経応 答が 認 め られ 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　 腹側神経 回路 の 活動 の

　　　　　　　　　　異常が示 された 。

　 　 　 　 　 241Bohon　et 　aL

（2011）
1

！

BN と閾値

ド

BN

BN2
閾値下

BNI1

　 　 ↑

13　 甘味 （チ ョ

　　　コ レ
ー

トミ
　 　 1

　　　ル ク）

・右島皮質後部 ↓
・
左 中前頭回 ↓

・右 中心 前回 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

・左視床 ↓

味覚や 報酬 と関連する 1
脳領域 の 機能低 ドが あ

り、過食 ・むちゃ 食い

．
に 結びつ きうる 。

旨F，a。k 。t 。1．
251

1（20】1）

BN 　 　 　 　 　 　 20
　 　 　 　 1
　 　 　 　 1

23 甘味 （シ ョ

糖）

・
島皮 質 ↓　　　　 報酬 へ の ドパ ミ ン 応答

・
腹側被殻 ↓　　　 1の 減弱が 示さ れ た 。

・眼窩前頭皮質 ↓　　 ※報酬 の 学習 を測 る デ

　　　 　　　　　　 ザイ ン で の 研 究。

Oberndorgcr　 et　　　　｝
aL14

〕

（2013）

BN 回 復

群

AN 回復

群

14
　 　 114

　 且41 甘味 （シ ョ

糖 とス ク ラ

ロ
ー

ス ＝人

工 甘味料）

・BN 群 で は、右 の

島皮質 前部 ↑
・AN 群 で は 、右 の

島皮 質前部 ↓

空腹シ グ ナ ル を過大 に

認 識 す る 傾 向 （BN ）

や うま く認識 で きな い

傾向 （AN ）が 示された 。
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摂食障害と うま味に つ い て一
脳神経基盤 と の 関連 か ら一

障害と、プ ラ ン ニ ン グ や注意、情動 の 意識的 な制御

や 実行機能を司る背外側前頭前野、頭頂野、海馬な

どが構成する経路 （背側神経同路）の 活動亢進に よ

る 行動統制 の 強 さか ら、臨床症状 と して の 不安 感、

強 い 摂食抑制や こ だわ りの 強さが維 持 されると考察

され て い る 。

　また 、BN 患者 の 過食の 対象と な る 食品 の 味が甘

味の み で は な い こ とは先に述べ た とお りで ある が、

味覚応答に関する先行研究 で は、甘味刺激 を用 い て

報酬系の機能不全 な どを考察した もの が ほ とん どで

あ り、 うま味刺激 を用 い た 研 究 は 行 わ れ て い な い 。

こ れ らの 背景を踏まえ、患者の 健康的な食生活の 回

復を支援する 立場に ある筆者 らは、うま味を味わ う

機能 の 大切 さに注 目し、 BN 患者 の うま味に対す る

脳活動の研究を行 っ て い る。仮説と し て、BN 患者

は うま味へ の 脳 応答が 変容 し て お り、「あ じ わ う」

こ との 苦手 さや食行動 の コ ン トロ ール の 困難さが維

持 さ れ る の で は な い か と 推測 して い る 。

うま味刺激へ の 脳応答に関する画 像研 究

　摂食障害患者 に お い て 、うま味刺激に対す る脳応

答を調 べ た先行研究 は存在 しな い 。 本章で は まず、

健常者に対 して うま味刺激を行 っ た 画像研究を紹介

し 、 次い で 、現在筆者らが進め て い る BN 患者 を対

象 とした研 究 を紹介す る，，

1 ）健常者 へ の うま味刺激時の脳機能画像に関する

　　先行研究

　 うま味刺激 に よ る健常者の fMRI 画像に つ い て は、

Rollsらの 研究 に 詳 しい 。一
次味覚野 と し て の 島皮 質

やそ の 周 囲の 弁蓋部 の 活性化、お よび眼窩前頭皮質

の 活性化がサ ル を対象に し た実験で確か め ら れ
2ii’、

そ の 後 ヒ トで も概 ね 同様 の 結果 が 得 ら れ て い る 。 さ

らに、 O，005M イ ノ シ ン 酸ナ トリウ ム を 0，05M グル タ

ミ ン 酸 ナ トリウ ム （Monosodium　G且utamate ： 以下 MSG ）

に 添加 し た時 の 自覚 的な味 の 強 さ の 相乗効果 も、

tMRI 上で は眼窩前頭皮質前 部 の 活性化 として 確認

されだ
フ1
。近年で は、他の 味覚や 香 りとの 組み 合わ

せ に よ っ て 眼窩前頭皮質な ど 二 次味覚野 の 活性化 の

程 度が大 きく異 な る こ とがわか っ て きて お り
2S，191

、

ヒ トの 味覚お よ び 食欲に 対す る うま 味 の 持 つ 可能性

は さ ら に注 目され て い る 。 国内 の 研究 で も、うま味

は、塩 味とほ ぼ 同様に、島皮質を活性化 させ る こ と

が 確認 され て い る
30 ）

。

2 ）BN 患者へ の うま味刺激に 関する脳機能画像研

　　究

　現 在筆者 ら は 、 fMRJ で BN 患者の うま味刺激時

の 脳 活動 を撮像 し、味覚野な どの 反応 を解析す る こ

と で、BN の 神経基 盤 の 解 明 を 目指 して い る ［t　 BN

患者お よ び健常者それ ぞ れ に対 して 、代表的なうま

味成分 で あ る MSG に よ る 味覚刺激 を行 っ た際 の

fMRI の撮像 を行 い 、摂食障害患者の 脳活動を健常

者 と対照 させ評価す る デ ザ イ ン の 研究 で あ る 。 被験

者の 選択基準と して 、患者群は BN の 診断基準を満

た す 18 〜 39 歳 の 女性 で あ り、著 しい 低体重や重篤

な うつ 病、rl腔 ・耳鼻科疾患 の 既往、口腔や 舌の奇

形などを認め る場合は除外して い る 。 被験者は撮像

の 31「寺問以上前 か ら絶 食 を した状態 で MRI 装置 に

入 り、専用の投与装置に よ っ て 凵腔内に うま味溶液

の 刺激 を受 け る 。 うま味 溶 液 は、O．05M 　MSG に

0．6％ NaC 】を加えた もの で あ り、MRI 室 の 室温で投

与 を 行う 。 被験者 に は あ らか じめ 、うま味が投与 さ

れる こ とが通知 されて お り、また、検査中は投 与に

応 じて味わ うこ と 、 モ ニ ター
指示に応 じて嚥下す る

こ とが指示 され て い る 。 うま味 を味わ う時間は 10

秒 間で、溶液 を嚥下後 、 水に よ り口 腔内を洗浄す

る 。 うま味溶液は繰 り返 し投与 される 、．解析 は、う

ま味を味わ っ て い る 10秒 間を刺激提示時 間と し て、

ブ ロ ッ ク デ ザ イ ンモ デ ル で行う。な お、本研究は 千

葉大学医学部附属病院倫理審査委員会 に て 研 究 の 承

認を得 て お り、被験 者 に は 十分 な説明を行 っ た うえ

で文書に よ る 同意を得て い る 。

　 こ れまで の 結果 で は 、一
次味覚野 で あ る島皮質の

活動に つ い て は、BN 患者群 と健常者群と で 有意な

差を認 め なか っ た （図 3一左）が 、 BN 患者群 は健常

者群 と比較 して 、後帯状皮質の 活動が 亢進し て い た

（図 3一右）。先行研究に お い て 、後帯状皮質は、情

動 、 嫌悪刺激の 処理 、 記憶 などをつ か さどる脳領域

で あ る と されて い る．摂食障害患者 の 脳機 能画像研

究 に お い て は、嫌悪感度 （disgust　sensitivity ＞ とい

う概念 に注 目した研 究があ り、たとえば BN 患者で

は、食物へ の 嫌悪感度が 高 い （嫌悪 を 感 じる 閾値が

低 い ）こ と が示 されて い る
コ1）

。 本研 究 の 結果 も、こ

の 食物へ の 嫌悪感度 の 高さが 、 うま味を味わ う際 の

心地 の 悪さ、即 ち味わ う機能 の 障害 と して 示 された

の で は な い か と推察 され る 。 実際、摂食障害の患者

は、健 常者がお い しい と感 じ られ る よ うな食物 を、
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・
平野

嫌悪 し、回避 ／ 忌避 して い る 場合 が 多 い ．、治療的な

視点か らは、こ の 食物忌 避 に、どの ような介入 を行

い 食行動の 正常化を図 る か が 、 重要な ポ イ ン トの ひ

とつ で あ る ．

認知行動療法を通 じた臨床実践へ の応用

　 BN に 対 して 最 も有効性 が 証 明 さ れ て い る 治療 の

ひ と つ が 認 知行動療 法 （cognitivc 　bchavi〔〕ral　thcra−

py ： 以 ドCBT 〕 で あ る。こ れ は 、まず患 者の 行動

変 化 （食行動 の 正 常化） を援助 し、さ ら に そ の 変化

の 効 果 と意味 を吟味す る過程 で 認知 の 変化 （やせ 願

望 や 体重 ・体型 の 過大評価などの fl蔘正 ） を促 して い

く、あらか じめ治療期間が規定され て い る構造化 さ

れた心 理療法で あ る。本章で は 、BN の CBT に つ

い て 概説 した うえで 、研 究か ら得 られた知見を臨床

実践 に 活 か し て い くた め の 方法を考察す る．

1）BN の CBT

　 わ が 国 で の BN 患 者 へ の CBT は 、大学病 院 の 精

神科外来 や ク リ ニ ッ ク で 、医師や 臨床心 理士 に よ っ

て 行 わ れ る こ とが 多い 、、こ こ で は、丁葉 大学で行わ

れ て い る、外来患 者へ の 標準的な個人CBT に つ い

好 幸
・
中 里 　道 f

　 て 概説す る

　　治療 セ ッ シ ョ ン は、患者が CBT の 適応 となるか

　ど うか の ア セ ス メ ン ト 、 CBT の構造に つ い て の 理

　解 と 1司意 を確 認 した うえで 開始 され る 。 治療者 は、

　綿密 な情 服収集 を行 い 、治療 の トi標 を患者 と共 に 定

　 め る 。 患 者 は、変化す る ／ 変化 しな い こ と、それぞ

　 れ の メ リ ッ ト／ デ メ リ ッ トに 対す る 迷 い （両仙性）

　を持 っ て お り，それを共有 しなが ら整理 し、動機づ

　けを高め る、，健康的な食行動を取り戻す意義、症状

　 の 機能 と 弊害 に つ い て 心理教育 を 行 い 、ケー
ス の 概

　念化 を行 っ て 患者 白らが疾患 の 構造 を客観視 で きる

　よ う援助す70
，、食行動 の 変容にあた っ て は、食事 R

　誌 へ の 記載を通 じて 、過食 に 至る 契機 （引 き金 〕 と

　過食行動 〔行動）、そ の 結果起こ る こ と （結果〉、の

　連鎖 を検 討 して い く。さらに 行動変化 の 効果 と意味

　 を 考察 す る 過 程 で 、体 重 や 体 型 に 関 す る偏 っ た 考え

　 な ど、非適応的 な認知 の 変化 を促す／t 治療 の 全体を

　通 して 、治療者は 、患 者の 行動や 認知 0）変化を手助

　けす る ガ イ ド役を務め る こ とに なる
3二

」、

　 2）食育 を取 り入れた認知行動療法につ いて

　　筆者ら は大学病院の 認知行動療法専門外来で BN

　　　　　
：

層
BN 患者群 （n≡8） 健常 者群 （n ＝8）

1帚

噸
・

＃

晦

・ ・
繁

SP畷TIP

圄
i2

ひ

　 　 　 c燃 階

一丑 二

筍

15t

　　 2　　 1　　 4

　 bwgn 　ww

図 3　 うま味刺激 に よ る BN 患者 の 脳活動

　（左 ）　 うま味刺激 に よ る 島皮質前部の 活性化 ． BN 患者群 と健常者群 とで 有意 な差は認め られな い
。

　（右 ） BN 患者群 におけ る後帯状皮質 の 活動 の 亢進
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摂食障害 とうま味に つ い て
一

脳神経基盤との 関連から
一

患者 に 対す る 個人 CBT を実施 して い る。患者 の 多

くは、適切な食事量や食事内容、摂取の仕方が わ か

らな くなっ て しま っ て い た り、知 らない ま ま過ごし

て い た りす る 状態で 外来を訪れ る 。 筆者 は、食品選

択 の極端 な偏 りや 、特定の 食品 の 嗜癖的な摂取が続

い て い る ケ
ー

ス で は 、 食物を 「あ じわ う」 こ との 大

切 さを見 直 して い くプ ロ セ ス が特 に 重要 で あ る と考

えて お り、治療の初期に お い て、健康的な食行動に

関す る心理教育 と変化 へ の 働 きか けに重点を置 い て

い る。具体的 に は 、甘味の 強 い 嗜好品 や 強い 刺激 の

味 の 食品 の 選択的摂取が続 い て い る場合 は、嗜癖的

に なりに くい 摂取パ ターン を共に考え、
セ ッ シ ョ ン

ご とに段階的な行動変容の 計画 を立 て 、食事 日誌 の

記載 を通 して 食品選択 の バ ラ ン ス の 改 善に取 り組

む 。 拒食 の 傾向や嫌悪／忌避して い る食品が 目立 つ

場合 は 「栄養 を摂 る こ と、食 べ る こ と そ の もの が

“
くす り

tt

と同様の働 きを心や脳 に もた らす」 こ と

を 根気 よ く伝 え、そ の 必要性 を共有する
33｝。食品選

択の偏 りが大きい 場合など、ケ
ー

ス に よ っ て は 、 管

理栄養士 による栄養指導の 併用が有用 で ある 。 ゆ っ

くりとよ く味わ っ て 三 食を規則正 しく食べ る こ と 、

親し い 人と共に食卓を囲む機会を増やす こ と
S）
、自

ら料理 をす る機会 を増や し、ゆ っ くりと穏 や か に 食

事と向か い 合 うこ となどが 、治療を進展 さ せ る こ と

は、臨床上 よ く経験され る こ とで あ る。現在進行中

の 研究 で はあ る が、筆者 らの 脳 機 能画像研 究か ら

は 、BN 患者 の うま味 へ の 脳 応答 の 変容が 示 さ れ

た 。 こ の こ とか ら 、 「過剰 に お い しい 」よ うに加 工

された食品群 に満足 を求め る
4）

こ とが 習慣化 し て い

る BN 患者が 、再び食物 を 「あじわ う」 こ とが で き

る よ うになるため には、H
’
味や濃 い 塩味、強 い 刺激

性 の 味付けな ど極端な味の 摂取 を見直 し、 「だ し」

に代表さ れ る よ うな わ が 国古来の 伝統的な食品など

をバ ラ ン ス よく摂取 して い く食生活 の 再構築を援助

して い くこ との 重要性が示唆さ れ た と考え て い る 。

おわ りに

　近代社会 に お け る、過 食／暴食に つ い て の 環境 面

の 準備状況 と社会的文脈との 乖離は、以前 よ り指摘

され て い る
34）

。 わが国で も、様々 な魅力的な食品を

容易に 入手で きる経済の 発展 ・産業の 充実や家族背

景の 変化に よ る 個食／孤 食 の 増加な ど、食行動の不

規則化や 偏 りを促す環境面の 因子 が増加する
一方

で 、痩せ て い る こ とを推 奨す る 風 潮、様 々 なダイ

エ ッ ト法に 関する喧伝、テ レ ビや雑誌に登場する モ

デ ル の体型 の健康的な BMI （Body　Mass　Index）か ら

の 乖離 な ど、「若 い 女性 の や せ 希求」 を刺激 して や

まない 社会全体 の 志 向性は低 くない 。こ の 行動
一
認

知の 分裂 を呼び 込みやす い 現代社会の なか で 、個人

が 健康 的な食生活 をどの よ うに守 っ て い くの か 、今

後も課題は多い と考え ら れ る 。

　本稿 で 述 べ た ように、近年の脳機能画像技術 の 発

展 に よ り、摂食障害の 病態解明や よ り良い 治療法の

確立を 目指 した研究が進め られ て い る 。 従来 の提示

刺激に用い られた味覚は 凵味 の み で あっ た が 、 最近

で は、患者 の 高脂 質の 食物 へ の 嗜癖に 注 目 し、ホ

イ ッ プ ク リーム を用い て機能画像を撮影 し た研究も

行われ て い る
コ5）

。 筆者 らも、さらに現在の うま味の

研 究を進 め 、摂食障害患者の 病態生理 の 解明 と、研

究か ら得 られた知見 の 臨床実践 へ の 橋渡 しに努め て

い きたい と考え て い る。
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